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を 明 ら か に す る こ と に し た 。 研 究 デ ザ イ ン は 質 的 二 次 分 析 で あ る 。
DIPEx-Japan の健康と病の語りデータベースに収録された日本人前立腺がん
患者 51 名の語りから、がん告知場面を抽出し、医師の言葉や態度に関する否
定的な記憶についてテーマ分析を行った。結果、51 名中 17 名に否定的な記憶
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